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第 1 章では， トカマク・プラズ、マの加熱閉じこめ特性及び高温プラズマと壁相互作用の軽減方法の
研究の重要性を要約し，本研究の目的と意義を述べているO
第 2 章では， トカマク・プラズ、マの基本的特性とJT-60 トカマク実験装置について説明し，本研究
との関係を述べている。




































ズマが得られないと従来は考えられていたが， JT-60ではその場合でも 1 億度以上の高温が達成
されていることに注目し， 2 流体輸送解析を行なった結果，その機構は加熱用入射ビームに対す
る電離率の増大，イオン・電子間衝突周波数の低下などの効果により，不純物の存在がプラズ、マ
加熱に有効に作用した結果であることを明らかにしているO
以上のように本論文は， トカマク型核融合プラズマの着火生成，平衡配位制御，加熱輸送特性に関
する多くの有用な知見を与えており，プラズマ工学，核融合工学の分野に寄与するところが大きし '0
よって本論文は博士論文として価値あるものとみとめるO
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